ブリック アンド ウッド クラブ運営規則　
第１章　総則

第1条（定義）

　　　　　本規則において株式会社高滝リンクス倶楽部を会社と称し､ブリックアンドウッドクラブをクラブと称する。

第２章　会員

第2条（会員）

　　　　　このクラブの会員は､国籍､人種､性別及び社会的地位等所謂世俗上の社会的評価に係わりなく､独立の人格として民主主義に基づく自由と責任を遵守し､会員相互の質実かつ建設的な友好の促進と啓蒙に努めるものとし､これを会員の適格要件とする。

第3条（休会）

　　　　　遠隔地に居住しているためクラブの利用が困難な者､疾病等によりクラブの利用が困難な者､1年以上海外に居住する者及び上記以外の個別の理由により休会を希望する者は､クラブ所定の書式をもって理事会に申請し、理事会がこれを承認した場合に休会となる。
　　　　②理事会が休会を承認した場合、遠隔地の居住者、疾病等により休会を申し出た者、1年以上の海外居住者は年会費を免除され、ミニマムユースの適用を受けない。但し、それ以外の個別の理由による休会者は、その期間に対応する年会費3万円を納付しなければならない。ミニマムユースの適用は受けない。

第4条（年会費およびミニマムユース）

　　　　　年会費およびミニマムユースの運用は別に定める規則による。

第5条（クラブ施設利用費等の支払）

　　　　　会員はプレー他の諸費用を当日､原則としてクラブが指定するクレジットカードまたは現金で支払うものとする。

第6条（署名）

　　　　　会員がクラブ施設を利用するときは、備え付けの帳簿に署名しなければならない。

第7条(住所等の届出)

　　　　　会員が住所或いは勤務先等を変更したときは､速やかに書面をもって届けなければならない。

第8条（儀礼）

　　　　　会員はクラブにおいては適切な服装をし､礼儀を守らなくてはならない。

第9条（心付の禁止）

　　　　　会員は直接会社の従業員に対して心付として金品を与えてはならない。クラブは中元､年末その他特別の事情のある場合には､会員の有志から寄付金を募集することができる。

第10条（従業員の懲戒）

　　　　　　会員は直接会社の従業員を懲戒することはできない。懲戒を必要とするときには、会社の責任者に申し出るものとする。

第11条（営業行為の制限）

　　　　　　会員はクラブ施設内で自己の営業に関する行為を行うことはできない。

第12条（盗難事故等の免責）

　　　　　　クラブはクラブ施設内で生じた来場者の所持品の破損、毀損､紛失､盗難その他いかなる損
害に対しても、その責任を負わない。

第３章　会員保証金､変更登録料

第13条（会員保証金）

　　　　　　会員保証金の金額は理事会において決定する。会員保証金は定款第4条に定めるゴルフ場施設の利用並びに同第49条に定める事務委託の対価として必要に応じ会社に預託するものとする。クラブは会員保証金預り証を発行する。会員保証金には付利しない。

第14条(会員保証金の返還)

　　　　　　会員保証金は、退会の際に名義人に返還する。退会者にクラブ又は会社に対する負担金及び諸費用の未納があるときは､会員保証金から差し引くことができる。

会員保証金の返還を請求するときは､裏面に記名捺印した預り証を提出しなければならない。

第15条（譲渡質入れの禁止）

　　　　　　会員保証金の返還請求権を他に譲渡し、又は担保権もしくは質権を設定することはできない。

第16条（印鑑）

　　　　　　会員保証金の返還請求及び受領は届出印鑑による。届出印鑑が紛失したときは印鑑証明のある印鑑による。

第17条(変更登録料)

　　　　　　定款第8条並びに第14条に定められた変更登録料の金額は理事会において決定する。変更登録料は返還しない。

第４章　ゲスト

第18条（資格）

　　　　　　ゲストは会員の紹介により、ブリックアンドウッドクラブの施設を利用することができる。

第19条（会員の責任）

　　　　　　ゲストを紹介する会員は、ゲストの諸費用の支払い並びにクラブ内におけるゲストの行為につき､責任を負うものとする。

第20条（諸費用の支払）

　　　　　　ゲストに対するグリーンフィーその他の費用の金額は理事会が決定する。

　　　　　　諸費用は、当日、原則としてクラブが指定するクレジットカードまたは現金により支払うものとする。

第21条（施設利用の制限､禁止）

　　　　　　クラブは､理事会の決定に基づき､特定の日を限り、ゲストの施設の使用を制限または禁止することができる。

第５章　開場及び休業

第22条（開閉時刻）

　　　　　　クラブの開場及び閉場の時刻は理事会において別に定める。

第23条（休場日）

　　　　　　クラブの休場日は理事会がこれを決定する。

第24条（祭日扱い）

　　　　　　毎年1月2日及び3日並びに国で定めた振替休日は祭日扱いとして開場する。

第25条（土曜日扱い）

　　　　　　毎年12月29日及び12月30日が平日にあたるときは土曜日扱いとして開場す
る。

第６章　委員会

第26条（委員会の種類）

　　　　　　理事会は､会員中より､以下の委員若干名を推薦委託し､委員会を組織する。

1． フェローシップ委員会

2． 広報委員会

3． ハンディキャップ委員会

4． 競技委員会

5． クラブライフ委員会

6． グリーン委員会
7． ジュニア委員会

第27条（削除）

　　　　　

第28条（フェローシップ委員会）

　　　　　　フェローシップ委員会は、会員相互の親睦及びエチケットに関する事項を分担する。

第29条（広報委員会）

　　　　　　広報委員会は、クラブの広報に関する事項を分担する。

第30条（ハンディキャップ委員会）

　　　　　　ハンディキャップ委員会は、ハンディキャップの制定及び改定に関する事項を分担する。

第31条（競技委員会）

　　　　　　競技委員会は、競技及びルールに関する事項を分担する。

第32条（クラブライフ委員会）

　　　　　　クラブライフ委員会は、クラブライフの改善、向上に関する事項を分担する。

第33条（グリーン委員会）
グリーン委員会はクラブのコース管理、ガーデニング及び自然美化に関する事項を分担する。
第34条（ジュニア委員会）
　　　　　　ジュニア委員会は、18歳以下の会員の子弟、親族会員のジュニア親族会員などの育成に関する事項を分担する。
第35条（委員会の権限）

　　　　　　委員又は委員会は、理事会及び会社取締役会の同意なくして、理事会又は会社に義務を負担させることはできない。

第７章　競技規則

第36条（競技規則）

　　　　　　競技に関しては、日本ゴルフ協会制定の規則による。

第37条（補則）

　　　　　　本コースのローカルルール、競技規則及び日程の制定又は変更は委員会が起案し、理事会の承認を得て決定する。

第８章　付則

第38条（細則の変更）

　　　　　　本規則の制定或いは改正もしくは追加等は理事会の決議と会社取締役会の承認を必要とする。

第39条（施行）

　　　　　　本規則は、平成15年6月16日よりこれを施行する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

平成16年 9月28日改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年 ８月28日改正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年 ２月26日改正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年11月27日改正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年　9月8日改正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年11月19日改正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　4年　3月26日改定
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